
学校番号 3005 

令和３年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業(電気) 科目 
電子制御実習 

（電力・機器） 
単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 電気実習Ⅲ（本校編集） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 電気設備は、ビルや工場など電気エネルギーを利用する場面ではなくてはならない設備です。電

力設備に関する技術を学び保守・メンテナンスに関する理解を深めます。実習を通じて安全に関す

る技術・知識を学びます。 

電力機器は、電動機や発電機などは産業界、特に工場においては無くてはならない電気機器の一

つであり、その構造や動作原理の理解は大変重要です。工場ではその現場に応じた電動機や発電機

の選定を行う必要があり種々の検討を行うことが必要になります。 

 誘導機においては交流のユニークな特性に着目している点を紹介します。座学で学習したことを

基礎として学習を進めるので電気機器についてのセンスを磨きましょう。 

 

2 学習の到達目標 

・電気技術者に必要となる発展的な電気設備についての知識、利用技術を習得する。 

・電気機器の構造や諸特性、運転方法等に対する理解・認識を深める。 

・電気技術者として社会に巣立つに際し、電気設備及び電気機器に関する知識と技術を習得させ、

電気技術という観点から広い視野に立って物事を科学的に判断できる能力と態度を育てる。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電気設備及び電気機

器に関する課題につ

いて関心をもち、その

改善・向上をめざして

主体的に取り組もう

とするとともに、実践

的な態度を身に付け

ている。 

電気設備及び電気機

器に関する課題の解

決をめざして思考を

深め、基礎的・基本的

な知識と技術を基に、

技術者として適切に

判断し、表現する創造

的な能力を身に付け

ている。 

電気設備及び電気機

器の各分野に関する

基礎的・基本的な技

術を身に付け、環境

に配慮し、選定・保

守点検作業を合理的

に計画し、その技術

を適切に活用してい

る。 

電気設備及び電気機

器の各分野に関する

基礎的・基本的な知

識を身に付け、現代

社会における電気技

術の意義や役割を理

解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察・確

認、レポート、ノート、

発表・発言等 

学習状況の観察、ワー

クシート、ノート、発

表・発言等 

学習状況の観察、レ

ポートの完成度 

学習状況の観察、レ

ポート・ノートの記

述、発表・発言等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

電
力
設
備
実
習 

      

（
メ
ー
ク
接
点
・
ブ
レ
ー
ク
接
点
と
ラ
ン
プ
制
御
） 

 

○絶縁破壊試験 ○ ○ ○ ○ a:高電圧に対する安全や危

険回避が理解できている。 

b:球ギャップと放電電圧の

関係について正しく理解で

きる。 

c:充電電流について正しく

理解し安全に作業できる。 

d:放電現象について理解し

ギャップと放電電圧の関係

について考察できる。 

学習状況

の観察、 

ノート・レ
ポートの
記述、発
表、発言等 

○高圧受電設備の構成と基

本操作（ 地落継電器（Ｇ

Ｒ）と過電流継電器（ＯＣ

Ｒ）の試験 ） 

○ ○ ○ ○ 
 

a:電力設備と各種機器類と

が関連付けできている。 

b:高圧受電設備の構成につ

いて理解できている。 

c:試験装置を用いて測定

し、ＶＣＢとの連係動作が

できる。  

d:継電器（ＧＲ・ＯＣＲ）

の良否判定ができる。  

学習状況

の観察、 

ノート・レ
ポートの
記述、発
表、発言等 

後
期 

 

電
気
機
器
実
習 

  

 

○三相誘導電動機の 

特性試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a: 三相誘導電動機の原理

と構造が関心を持ち意欲的

に取り組む態度を身につけ

ている。 

b:実験手順を理解し的確な

作業をしようとしている。 

c:測定方法や計器の読み方

や機器の取り扱い方が確実

にできる。 

d:各測定結果の考察ができ
る。実験結果から理論の検
証ができる。 

学習状況

の観察、 

ノート・レ
ポートの
記述、発
表、発言等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後
期 

 

電
気
機
器
実
習 

○三相誘導電動機の 

円線図の作成 

○  ○ ○ a: 三相誘導電動機の円線

図の原理に関心を持ち意欲

的に取り組む態度を身につ

けている。  

c: 作図手順を理解し的確

な作業をしようとしてい

る。また、作図の測定値か

ら各パラメータを算出でき

る。 

d:結果の考察ができる。結
果から理論の検証ができ
る。 

学習状況

の観察、 

ノート・レ
ポートの
記述、発
表、発言等 

○直流発電機の特性試験 ○ ○ ○ ○ a: 直流発電機の原理と構造

が関心を持ち意欲的に取り

組む態度を身につけてい

る。 

b:実験手順を理解し的確な

作業をしようとしている。 

c:測定方法や計器の読み方

や機器の取り扱い方が確実

にできる。 

d:各測定結果の考察ができ

る。実験結果から理論の検

証ができる。 

学習状況

の観察、 

ノート・レ

ポートの

記述、発

表、発言等 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


